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の批判は、こうした農民による、自己裁量権拡大に対して向けられていたと言えよう。自
己裁量権要求への批判は、『商業と高利』における「富」批判からも読み取ることができる。
本論で取り扱ったルターの財産論の意図は、自己の自由裁量権が利かない範囲である「財
産」を保存することである。農民戦争におけるルターの主張は、財産を巡る農民側と公的
なものに対する意見・解釈の相違があった。ルターの主張は、農民たち対して、彼らが無
意識のうちに自己中心性に陥っている危険性を示唆するものだったのである。 
本稿では、ルターの公共性思想を彼自身の思想から読み取ることによって、農民戦争前
後のルターの思想を統一的に解釈してきた。特に財産と富との関係に注目し、財産は公的
なもの、富は私的なものとして捉えることによって、「公」と「私」の対立構図の中に浮か
び上がる公共性思想を示した。財産は、現代的な単なる個人の所有物という意味を越えて、
人と人との関係性を担保する世界性を構築するために必要不可欠なものである。教会財産
は、教会そのものが人々の間に在り続けるために必要なものであった。古代ギリシャにお
いては、財産と富はそれぞれ個としての自己の生命を維持した上で、公的領域で活動する
力の源泉でもあった。人と人とが共に生きる共通世界に自分が出て行くということは、私
的な世界を抜け出て、自己裁量ができない世界において生きるという意味でもある。それ
は、自己決定により富を自由に采配できるような世界観の対極に位置している。 
財産と富とが区分される理由の一点目は、自己裁量によって操作可能か否かという点で
あり、自己中心性をいかに自覚するかという点が中心的な問題になる。この場合例えば、
他者を騙しながら、自分の利益のみを考えて財貨を増やしたい（自己裁量権の拡大）とい
う自己の欲望が、克服すべき課題として考えられる。このような状態に陥らないための道
は、そもそもの自分の在り方、つまり罪を持たずにはいられないことを認識し、常にそれ
を反省することによってしか開かれない。二点目の財産と富との違いは、一点目のように
自己中心性を認識した後に、今度は積極的に他者との関わり合いを生み出す場、世界を構
築するか否かという点であった。財産は、自己裁量が不可能であるからこそ、人々の間に
私的な利害を超えてあり続けることができ、それゆえ財産は共通世界の基盤となり得るの
である。 
以上のように本稿は、ルターの問題意識である自由意志論と財産論を出発点として、ル
ター思想の内部で整合的に農民戦争批判を構成し直した。特に、現代の公共性思想に資す
るルターの公共性思想は、私的な富の量的な相違（裕福度）に関心を向けるのではなく、
公的な生活を保障する質的な前提としての財産の存在理由を確認するという意味において
重要である。現代社会においても、私的なもの（プライバシー）の過剰評価から公的なも
のを意識的に志向するためにも、人と人とが共生する公的な場における個の在り方への反
省を促し、公的な場を創出することが求められているだろう。 
 
